
 

 

 

 

 

 

 第７１回卒業式が行われました。１７名の卒業生が、立派に卒業していきました。式後には、最後の
学級活動が行われ、担任との別れを惜しみました。その後、晴天のもと、見送りパレードも行われまし
た。たいへん感動的な一日となりました。 
 １・２年生の皆さんも、準備から式当日まで、素晴らしい姿でした。日間賀中学校の伝統を引き継ぎ、
ますます成長させてくれるものと思います。期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校長だより  第３４号 
Ｈ30．3．9 

 
日間賀中学校長 
鈴木 康弘 



 

 

第７１回卒業式 校長式辞（一部省略） 
 
日間賀中学校を卒業していく十七名の皆さん、卒業おめでとうございます。 
私は、一年だけの付き合いでしたが、皆さんは本当によく頑張ってくれました。日頃の授業や部活動はも

ちろん、修学旅行、運動会、日中祭、合唱コンクール、持久走大会などなど、どれをとっても見事と言える
ものばかりでした。確かな成長を感じるとともに、たくさんの感動をもらいました。 
修学旅行先のディズニーランドでは、十七人全員で写真に収まろうと、見ず知らずの人に声をかけていた

姿を見かけました。日中祭では、全員がステージで楽しそうに踊る姿を見ました。合唱コンクールでは、小
学校の体育館にすてきな歌声を響かせてくれました。どの姿からも、仲間を大切に想う、そして、仲のよさ
を感じました。また、入試に向けた面接練習では、どの子からも「日間賀島が大好きだ」という想いを感じ
取ることができました。いつも、自分のことだけでなく、周りのことも考えていました。とてもうれしかっ
たです。皆さんは、私が春に出会った頃とは比べものにならいくらい成長しました。友達、仲間を大切にし
て、思いやりをもって行動できることは、本当に素晴らしいことです。 
 そして、今、みなさんは、全員が卒業後の進学先を決め、この日間賀中学校から旅立とうとしています。
自分の将来について考え、悩みながら、志望校を決め、目標達成に向け、よく頑張ったと思います。 しか
し、大事なのは、これからです。どこの学校に行くかも大事ですが、それよりもそこで、どう頑張るかの方
が大事であるということは言うまでもありません。 
そこで、皆さんに、大切にしてほしいこととして、三つお話しします。 

 一つ目は、「笑顔で誠実に」です。 
皆さんは、これから、島を出ることによって、たくさんの新たな出会いがあるはずです。人は皆、同じ数

だけ出会いがあると言われています。しかし、その出会いを大切にする人とそうでない人とでは、その後の
人生が大きく変わっていきます。出会いを大切にする人は、その出会いを素晴らしいものに変え、幸せな人
生を歩むことができます。 
そのためにするべきことは、出会った相手に対し、「笑顔」で「誠実に」接する、ということです。ぜひ、皆
さんがもっている「笑顔」と「誠実さ」で、いろいろな出会いを素晴らしいものにしてください。そして、
出会った素敵な人たちからたくさんのことを吸収し、さらに大きく成長してほしいと思います。 
二つ目は、「謙虚さと感動する心」です。 
以前読んだ本に、「人間、自分に本当の自信がなければ、謙虚になれない。」ということが書かれていまし

た。確かに、他人に対して尊大な姿勢を示す人からは内面の自信のなさが伝わってきます。その逆で、他人
に対して謙虚に処する行を続けていると、 いつか、深い自信が芽生えてきます。 
また、謙虚な気持ちでいると、ちょっとしたことにも心を向け、感動することができます。人の優しさに触
れたときに、感動し、自分自身も優しい人でありたいと思ったことはありませんか。美しい風景に出会った
ときに、感動し、今、ここで生きていることを幸せに思ったことはありませんか。人は、感動するたびに、
一歩成長できるのです。 
謙虚さと感動する心をもち続けることで自信をもち、成長を続け、人に感動を与えられる人になってほしい
と思います。 
三つ目は、「感謝の気持ち」です。 
皆さんは、これまでにお世話になった島の方々への感謝の気持ちをもっていると思います。でも、その中

でも、特に忘れてほしくないのは、親への感謝の気持ちです。生まれてから、義務教育を修了する今日まで、
たくさんの心配や迷惑をかけてきたのではないでしょうか。 
病気やけがをして心配をかけた人もいるでしょう。 
わがままを言って、親を悲しませてしまった人もいるでしょう。 
自分の進路のことで、心配をかけてしまった人もいるでしょう。 
しかし、どんな時でも、我が子の成長を信じて、自分のことを後回しにして、あなたたちのことを最優先

に考え、一心に愛情を注いでくださったのは、今ここに見えるお父さんお母さん、親なのです。 
これから先、親への感謝の気持ちを忘れずに、親を大切にできる人になってください。そして、一人前の人
間になれるよう精一杯努力することで、親への恩返しをしてほしいと思います。 
結びにあたり、卒業生の皆さんが、これからもこの島を愛し続け、島を担う若者として、元気で、たくまし
い大人へと成長してくれることを期待するとともに、本日お集まりいただきました、すべての皆様に心より
感謝を申し上げます。 
そして、この日間賀中学校の、純粋で、素直で、思いやりがあり、いつも一生懸命、そんなすてきなあな

たたちに出会えたことに感謝したいと思います。 
卒業生のみなさん、本当にありがとう。 
あなたたちは、私たち日間賀中学校の、そして、日間賀島の自慢の子です。これからのあなたたちの人生

に幸多かれと願って式辞といたします。 
卒業生のみなさん、卒業、おめでとう。 
 

  平成３０年３月６日                南知多町立日間賀中学校長 鈴木 康弘 


